















液上清中の抗菌ペプチド s -defnsin-l ， -2 ， -3 のタンパク量を ELISA 法にて定量した。その結果、これら
の 2 種類のブドウ球菌刺激が異なるサブタイプの s -defnsin を誘導することが明らかになった。すなわち、
黄色ブドウ球菌培養上清刺激により s -defnsin-l および s -defnsin-3 が産生誘導され、一方、表皮ブド
ウ球菌培養上清刺激では s -defnsin-2 の著明な産生尤進が認められた。次に、菌培養液上清を分子量
別に分画し、同様の刺激実験を行ったところ、表皮ブドウ球菌上清刺激による s -defnsin-2 の産生は、
10kDa 以上の分画分子によるものであること、一方で、黄色ブドウ球菌上清刺激による s -defnsin-l およ
び s -defnsin- 3 の産生は 10kDa 以上の分画分子によるもので、あることが分かったO さらに、 TLR2 をノック
ダウンしたケラチノサイトを用いて菌上清による刺激実験を行ったところ、表皮ブドウ球菌上清刺激による
。-defnsin-2 産生が抑制され、表皮ブドウ球菌による s -defnsin-2 の誘導は TLR2 を介することが判明
した。この黄色ブドウ球菌と表皮ブドウ球菌の s -defnsin 産生誘導の差が、両者の病原性の違いを反映
してしも可能性が考えられた。
